


エベレスト１

 僕らが何をどう考えたって　地球は変わっていく
二酸化炭素がどうじゃなくてそれが真理だと思うよ

 

生まれて育って　たくさんご飯を食べて

だんだん年老いて　消えていく

地球も同じようなものだと思う

 

誰にもわからない質問「これからどうなるんだろう？」

世紀末の頃からそうだった　今でもやっぱりそうだ

 





エベレスト２

昔　有名なあの山に登りたいって先生に言った

もちろん先生に笑われた

「お前みたいな弱いヤツには登れないよ」って

その記憶を心に閉じこめた

山はいつしかあいまいな夢になった





エベレスト３

僕らが見つけた事なんて　たったひとつ

僕らはみんなでいるのが　うれしいんだ

手をつないだり　ふざけあって　

確かめあって

僕らはみんなでいるのが　うれしいんだ

でもそれさえ難しい事だって強く感じるんだ

 
 



エベレスト４

「これからどうなるんだろう？」

二次関数を見つめても　わからない

あいまいで大きすぎる夢を笑われるたびに

みんなのいない世界にいたくないのに

傷つくからもうひとりでいたい

 



エベレスト５

みんな質問の答えが知りたかった

質問の答えを知っている人物をさがした

ある人はそれを「神様」と呼び

ある人はそれを「仏様」と呼んだ

毎日勉強を重ねて

何をしているんだろう？

まるで意味がわからない

とりあえず勉強して進学して　それから？

大学なんかどうでもいいよ　僕はみんなといたいだけ

誰か　教えてください

「これからどうなるんだろう···」

 



エベレスト６

僕らはみんなでいるのが　うれしいんだ

「これからどうなるんだろう？」なんて

笑ってると消えてしまうんだ

若さなんて終わると知っていた

神社でみんな違う事願ってた

桜の下　受験番号見つけた　ボロの単語帳毎日登って

ピーコート着て抱き合ったあとの

この気持ちは小さなエベレスト





エベレスト７

マイピクチャ右手で閉じる

あれから十年のあきらめを登って···登りつづけて

ただ朝日が昇るのが嫌になって

勝手な孤独を作っては

誰か　僕の話を聞いてください

神も仏も無い　努力しか無い



エベレスト８

僕らの知ってる事なんてのは　今でもひとつ

僕らはみんながいない世界じゃ生きられない

「これからどうなるんだろう？」がどんどん増えていく世の中を

笑いとばしてくれるみんながいる事

足を壊してようやくわかるんだ

カラオケ屋の前に集まる　最後のメンバー

君の青い車が遅れてきてようやく止まる

何度目かの桜散る

かけ寄ってくる君　

この気持ちは小さなエベレスト

この気持ちは小さなエベレスト

 


